
職
場
の
統

廃
合
や
駆
け

つ
け
対
応
駅
、

委
託
駅
の
直

営
化
等
で
要
員
削
減
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
異
常
時
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
遺

失
物
対
応
等
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。
統
括

駅
化
で
範
囲
が
広
が
り

助
勤
等
が
頻
繁
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。
無
人
駅

増
も
あ
り
労
働
者
の
負

担
が
増
え
て
い
る
。
駆

け
つ
け
対
応
駅
化
を
進

め
て
い
る
が
、
駆
け
つ

け
出
来
ず
対
応
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
。
安

全
最
優
先
を
考
え
必
要

な
要
員
配
置
を
求
め
る
。

安
全
で
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
改
善
、
利

用
者
が
利
用
し
や
す
い

駅
の
在
り
方
を
求
め
る
。

ホ
ー
ム
安
全
の
問
題

で
は
鴫
野
駅
の
隙
間
転

落
は
減
少
し
た
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
料
金
を
活
用

し
て
更
な
る
対
策
の
強

化
を
求
め
る
。
以
前
、

旅
客
が
転
落
し
て
も
ホ
ー

ム
ス
ク
リ
ー
ン
が
作
動

し
な
い
事
象
が
あ
っ
た
。

組
織
拡
大
は
具
体
的

に
目
標
を
定
め
取
り
組

ん
た
。
願
望
で
は
な
く

や
り
き
る
決
意
で
あ
る
。

シ
ニ
ア
・

グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
社
員
、

契
約
社
員
の

精
励
手
当
・
精
勤
手
当

は
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
観
点
か
ら
社
員
と
同

じ
よ
う
に
期
末
手
当
の

支
給
を
求
め
る
。
ス
ト

ラ
イ
キ
は
な
ぜ
行
な
わ

な
い
の
か
。
行
使
が
全

て
で
は
な
い
が
低
額
回

答
が
続
く
中
で
、
通
告

を
背
景
に
し
た
運
動
を

行
な
う
べ
き
で
あ
る
。
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春
闘
は
闘
う
春
闘
を

構
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

公
共
交
通
を
守
る
闘

い
は
、
乗
っ
て
守
ろ
う

芸
備
線
行
動
を
行
な
っ

た
。
中
国
運
輸
局
や
庄

原
市
な
ど
へ
要
請
行
動

も
行
な
っ
た
。
岡
山
県

に
も
要
請
行
動
を
行
な

う
予
定
で
あ
る
。
利
益

だ
け
を
優
先
し
安
全
や

サ
ー
ビ
ス
低
下
は
許
さ

れ
な
い
。
駅
の
無
人
化
、

窓
口
閉
鎖
、
ロ
ー
カ
ル

線
切
り
捨
て
を
許
さ
ず
、

全
国
の
全
て
の
ロ
ー
カ

ル
線
を
守
ろ
う
と
決
意

し
て
い
る
。
出
来
る
こ

と
を
行
な
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
更
な
る
運

動
強
化
を
求
め
る
。

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
社

員
不
採
用
と
な
っ
た
仲

間
が
い
る
。
70

歳
ま
で

安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
求
め
る
。
職

種
に
限
ら
ず
希
望
者
全

員
の
採
用
を
求
め
る
。

備
中
神
代
駅
で
の
早

着
問
題
で
交
渉
し
た
が

改
善
を
し
よ
う
と
し
な

い
姿
勢
で
あ
る
。
新
見

駅
の
事
象
で
も
触
車
と

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

安
全
を
軽
視
し
て
い
る
。

組
織
拡
大
は
全
員
行

動
と
な
っ
て
い
な
い
。

し
っ
か
り
と
奮
闘
す
る

決
意
で
あ
る
。運

転
適
性

検
査
に
つ
い

て
、
臨
時
検

査
が
出
来
た

こ
と
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
が
、
検
査
に
対
す

る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
精

神
面
も
あ
る
の
で
何
度

で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う

改
善
を
求
め
る
。

国
指
定
の
難
病
で
も

乗
務
が
出
来
る
と
回
答

が
あ
っ
た
が
、
翌
月
か

ら
日
勤
と
通
告
さ
れ
た
。

産
業
医
の
面
談
で
も
回

答
が
１
８
０
度
変
更
さ

れ
た
の
は
何
な
の
か
、

基
準
や
説
明
を
求
め
た

い
。
他
に
難
病
で
も
乗

務
し
て
い
る
方
は
い
る
。

主
治
医
の
意
見
も
踏
ま

え
た
判
断
が
出
来
る
よ

う
改
善
を
求
め
る
。

停
車
駅
通
過
の
事
象

で
は
、
西
日
本
会
社
が

プ
レ
ス
し
た
発
生
原
因

は
隠
蔽
で
あ
る
。
報
道

で
中
身
が
問
題
と
な
っ

た
が
、
安
全
最
優
先
を

考
え
る
と
夜
間
の
睡
眠

が
と
れ
て
い
な
い
者
に

対
し
て
会
社
が
し
っ
か

り
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

貨
物
会
社
で
も
休
養
シ
ー

ト
で
対
応
さ
れ
て
い
る

が
乗
務
さ
せ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
鉄
道

で
働
く
労
働
者
の
休
養

に
つ
い
て
国
の
定
め
も

無
い
の
で
要
請
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

組
織
拡
大
し
た
。
頑

張
っ
て
い
る
先
輩
の
姿

を
見
て
加
入
に
繋
が
っ

た
。
今
後
も
背
中
を
見

せ
て
拡
大
し
て
い
く
。

国
鉄
原
爆

死
没
者
慰
霊

式
典
は
80

名

の
参
加
。

３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
呉
線
と
芸
備
線
で
ワ

ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
が

あ
っ
た
。
分
割
作
業
が

あ
っ
た
が
運
転
士
が
行

な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

芸
備
線
で
は
券
売
機

の
撤
去
が
あ
り
、
車
発

機
を
持
た
な
い
の
で
利

用
者
は
ど
う
や
っ
て
切

符
を
購
入
す
る
の
か
。

乗
務
員
区
所
統
廃
合

で
総
合
運
輸
所
に
な
っ

た
。
乗
務
員
も
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
の
適
用
を
。

（１） ２０２６年 ９ 月１５日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.４１４

発行責任者 植田 重信

編集責任者 大北 真也

国労西日本ＨＰ

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

国労西日本本部

第
40
回
定
期
大
会

代

議

員

発

言

前

号

か

ら

の

続

き

脇
田
代
議
員
（
近
畿
）

藤
江
代
議
員
（
中
国
）

山
中
代
議
員
（
近
畿
）

磯
部
代
議
員
（
中
国
）

「

〇
〇
に
伝
え
た
い
コ
ー
ナ
ー

」

・
近
年
の
温
暖
化
に
よ
る
猛
暑
や
各
地
で
起
こ
る

異
常
気
象
と
豪
雨
災
害
、
地
震
発
生
に
よ
る
被
害

な
ど
、
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
同
時
に
世
界
情
勢
の
影

響
に
よ
り
物
価
高
に
あ
え
ぐ
国
民
の
暮
ら
し
へ
の

不
安
が
増
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
国
が
具
体
的

支
援
・
対
策
を
行
い
国
民
の
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
が
今
最
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
国

民
が
平
和
で
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
民
の
生
活
を
守
る
役
割
の
国
の
政
治
は
ど

こ
を
向
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
質
賃
金
は

物
価
上
昇
に
追
い
付
か
ず
、
毎
年
増
大
す
る
の
は

防
衛
費
や
大
企
業
の
内
部
留
保
。
今
後
、
臨
時
国

会
が
召
集
さ
れ
る
動
き
の
中
で
、
高
市
首
相
は
内

閣
改
造
を
行
い
、
「
消
費
税
減
税
法
案
」
（
来
年

４
月
か
ら
２
年
間
、
食
料
品
の
消
費
税
を
１
％
に

引
き
下
げ
る
）
を
は
じ
め
、
「
安
保
３
文
書
の
改

定
」
な
ど
関
連
法
案
を
推
し
進
め
、
自
民
と
維
新

の
連
立
政
権
合
意
書
の
き
も
入
り
政
策
で
あ
る

「
衆
議
院
の
議
員
定
数
削
減
法
案
」
（
選
挙
制
度

の
問
題
を
解
消
し
な
い
ま
ま
で
の
削
減
、
中
小
政

党
の
議
席
が
減
る
こ
と
。
地
方
の
声
、
少
数
の
意

見
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
）
や
「
平
和
憲
法
９
条
の

改
憲
」
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
、
国

民
主
権
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
法
案
の
成
立
を

目
論
ん
で
い
ま
す
。
何
と
し
て
も
こ
の
危
険
な
政

治
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
、
世
論
に
訴
え
る
こ
と
が
重
要
な

時
で
す
。
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
未
来
を
切

り
開
く
た
め
取
り
組
み
を
進
め
、
政
治
を
変
え
国

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
を
求
め
共

に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！
・
・
・
・
・
・
・
（
重
）



役　　職 氏　　名 地　　本 任　務　分　担

執行委員長 植田　重信 近畿地本 総括、総務、法対

執行副委員長 藤野　能章 北陸地本 業務総括

執行副委員長 大和　忠昭 近畿地本 財政部長、貨物担当部長

書記長 大北　真也 近畿地本
企画部長、共闘部長、教宣部長
家族会、共済担当

執行委員 倉下　文明 中国地本 業務、組織

執行委員 波見　健一 近畿地本 業務部長

執行委員 河野　宏幸 近畿地本 賃金対策部長、業務

執行委員 伊野　活行 近畿地本 組織部長、業務

執行委員 中本　博次 近畿地本 調査・福祉対策部長

執行委員 谷澤　由紀恵 近畿地本 青年・女性対策部長

会計監査員 石割　嘉夫 近畿地本

会計監査員 小川　拓人 近畿地本

書記 上嶋　聡

２ ０ ２ ６ 年 度 執 行 部 任 務 分 担 国
労
本
部
・
佐
藤
執
行
副

委
員
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

国
労
西
日
本
本
部
は
２
０

２
７
年
に
結
成
40

周
年
を
迎

え
ま
す
。
大
き
な
節
目
の
年

に
な
り
ま
す
が
、
全
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め

る

運

動

を

企

画

し

て

い

き

ま

す

。

共

に

奮

闘

し

て

い

き

ま

し

ょ

う

！

そ

し

て

、

職

場

で

働

く

仲

間

の

皆

さ

ん

、

国

鉄

労

働

組

合

に

加

入

し

て

職

場

環

境

を

改

善

さ

せ

て

い

き
ま
し
ょ
う
！

（２） ２０２６年 ９ 月１５日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.４１４

代議員の皆様からの貴重な発言、叱咤激励に深

く感謝申し上げます。いただいたご意見を踏まえ、答弁も

含めて集約いたします。まず政治状況についてです。委員

長挨拶にもあったように、政治が国民不在となり、私物化

が横行しています。サッカーの世界では退場選手が次の試

合に出場することはあり得ませんが、ワールドカップでは

大統領の一声で処分が覆り、次の試合に出場するような事

態が起きました。日本でも自民・維新の暴走を許さず、国

民や民主団体と連携し「国民主役の政治」を取り戻す必要

があります。私たちもその一翼を担い、しっかり奮闘して

いきます。

安全問題では、鷹取駅オーバーランの事例が示すように、

乗務員の使命感に依存した運用が続いています。貨物会社

の休養シートも形骸化し、数分の会話で乗務に復帰できる

現状は、安全最優先とは言えません。本当に安全を重視す

るなら、会社が「乗せない判断」を行なうべきです。今は

認められないことでも、当たり前を変えていくことは可能

であり、そのために国の基準づくりを求め、労働協約交渉

でも安全確保の為に強く訴えていきます。会社が労働者と

利用者を真に思う施策を取るよう、労働組合として粘り強

く対応してまいります。

春闘では、地方の取り組みをTUNAGで共有いただいた

ことで議論が深まりました。ストライキを「やる・やらな

い」ではなく、「どうすればできるか」「何が必要か」を

中心に議論を求め、地域と連帯した運動の重要性を確認し

てまいりました。現場の声を交渉に活かし続ける決意です。

ローカル線問題では、三年以内に存廃方針が示される中、

国鉄分割民営化に反対してきた国労として、公的支援制度

の拡充や国の関与を求め、鉄路維持を訴えてきました。地

方の運動が全国へ広がり、本部が動き全国運動となったこ

とに確信を持ち、今後も全国単一組織として鉄路を守る取

り組みを続けます。鉄道輸送の安全性・利便性を追求し、

利用者の声を反映させるため、最後まで訴え続けます。

組織については、西日本本部で6名の拡大があったものの、

全地方での拡大には至りませんでした。できなかった理由

を検証し、次につなげる必要があります。国労の減少に気

持ちが沈むこともあるかもしれませんが、未来への展望を

持ち、少数派から多数派への転換をめざし、一人の100歩

より100人の１歩を積み重ねていくことが重要です。JR採

用の組合員が機関役員として奮闘している西日本本部の力

をさらに高め、先輩方にも未来へつなぐ仲間のために力添

えをお願いしたいと思います。限られた組合員数でも最大

限の取り組みを行ない、活用できるものは活用し、次の前

進をつくり出していきましょう。

国労結成80周年グッズは他労組からも反響があり「見せ

る運動」の効果が表れています。ホームページやSNSを積

極的に活用し、組織運動の前進に向けて全組合員が奮闘で

きるよう、その先頭に立つ決意を申し上げます。

暑い日々ですが、明るく元気に楽しく運動を進めていき

ましょう。

書記長集約（要旨）

お
忙
し
い
中
、
感
謝
！


